
 

 

□ 題 字  川崎 賢二 
□ 例 会  毎週水曜 
□ 会 場  都ホテル岐阜長良川 

□ 会 長 川崎 賢二 
□ 副会長 近藤 祐司 
□ 幹 事 波多野光裕 
会報委員長 湖山 浩行 

会長挨拶 続き 
                      

会長挨拶 【川崎 賢二 会長】 
                      

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前回の記録 

第 1866 回 例会 12 月 14 日（水） 
年次総会（次期役員・理事選出） 
 
 
 
担当：会長・幹事 

 

本日の予定 

第 1867 回 例会 12 月 24 日（土）

クリスマス家族例会 
（12 月 21 日例会の変更） 
 
 
担当：親睦交流委員会 

 

次回の予定 

第 1868 回 例会 1 月 11 日（水）

慶祝行事・新年互礼会 
 
 
 
担当：会長・幹事・SAA 

 

12 月 疾病予防と治療月間              
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 この半年間の会長職ですが、会員の皆様のご

支援とご協力のおかげもあり、滞りなく会務運

営ができております。忙しい身である私にとっ

て、開催された全ての行事に参加することは大

変でしたが、多忙の中に楽しみを見つけながら

充実した日々を送ることができました。きっと

半年後には１年間の会長職をやりきった感を十

分に味わえることと確信しております。その点

では、とりわけこの２年間、コロナ禍における

クラブ運営を強いられた結果、予定をしていた

プログラムのおよそ半分しか実施できず、未だ

に悔しい思いをされていることでしょう前田及

び辻の両パスト会長にもぜひこの充実感を味わ

っていただきたく、再度会長職に復帰し、やり

遂げた感を味わっていただきたいと存じます。

もちろん、その際にはその時と同じ幹事さんで

カムバックしていただくこととなることでしょ

う。もしかしたら、本日の後半の年次総会では

そのような発表があるかもしれませんので、お

楽しみに。 
 さて、ここで会員の皆様に残念なお知らせが

ございます。我がクラブのチャーターメンバー

である竹村博之会員が退会することとなりまし

た。一昨日私の自宅宛てに退会届が郵送されま

したので、先程、臨時理事会を開催し協議をし

た結果、退会が承認されました。ご高齢である

 皆様、こんにちは。１２月に入りました。本日

は会長、及び幹事による年次総会でございます。

次期役員、及び理事選出ですので、会員の皆様の

慎重審議をよろしくお願いします。 
「次期」という言葉の響きはいい感じで、つい

私の会長としての任期はもう終わりが近づいて

いるのかと思いきや、２４日に開催するクリスマ

ス家族例会はまだ終わっていませんが、本日の例

会にておよそ折り返し地点にあります。あっとい

う間の半年間でしたが、コロナ禍以前のプログラ

ムと比べますと、例会に関しては献血例会、例会

以外の行事については若松学園における各イベ

ントへの参加、以外はフルスペックで実施してお

ります。このことからも、世の中もコロナ禍から

徐々に脱却し、普通の日常に戻りつつあると言え

ましょう。 



 

 

会長挨拶 続き 
                      会長挨拶 続き 

                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ことに加え、様々なハードルがあったにもかかわ

らず例会に出席されましたこと、そして何より我

がクラブの創立以来約４０年にわたるクラブへ

のご貢献に対し、改めて感謝申し上げます。そし

て、４１年間お疲れ様でした。 
 逆に、新たな会員の入会についてのお話もござ

います。これにつきましては、また改めて会員の

皆様にご報告申し上げます。 
 それでは、本日の座右の銘のご紹介にまいりま

す。本日は、岡田一二三会員の座右の銘をご披露

します。パスト会長であり直前幹事でもあります

岡田一二三会員ですが、職業分類の自動車整備業

でご活躍をされております。一方で、東日本大震

災の被災地でのお仕事も積極的にされ、かつパス

ト会長となっても小学生のバレーボール大会を

観戦してくださる等、日頃からロータリアンに相

応しい活動をされております。岡田一二三会員が

会長をされているときに、私は会計を務める機会

がありました。岡田一二三会員は、いつも私にご

配慮をしてくださり、とてもお世話になりまし

た。 
 そのような岡田一二三会員の座右の銘は、『過

去と他人は変えられない。自分と未来は変えられ

る。』であります。岡田一二三会員によりますと、

今まで仕事をしてきた人や事柄を否定しても何

も始まらない。困難なことを他人や環境のせいに

して、「条件が変われば」とか「環境を変えてく

れれば」と言っていたのでは、展望は開けないと

いうことです。変えることができるのは、自分だ

け。自分の言い方や考え方一つで、相手も、組織

も、結果的に変わってくれ、未来もより良く変え

ることができる。という意味があるということで

す。さらに、過去に悔やまれることがあったとし

ても、その時点では、正しい選択だったので、嘆

く必要はなく、今の現実をすべて受け入れたうえ

で、「いま大切なこと＝目標」に勇気をもって取

り組めば、必ず未来は良い方向に変わっていく、

ということであります。 
 この座右の銘の直筆の色紙は、週報にて掲載し

ますので、ぜひご確認ください。岡田一二三会員、

素敵な座右の銘をご紹介くださり、ありがとうご

ざいました。 
 一気に寒さが到来し、体調管理も難しくなって

きました。サッカーワールドカップも佳境とな

り、まだまだ寝不足の日が続いている会員もいら

っしゃるかもしれません。今年もあと半月、お

正月に向けての準備も本格化する時節柄です

が、平穏で元気に新たな年を迎えられますよう、

会員の皆様のご健康を祈念申し上げ、本日の会

長挨拶とさせていただきます。本日はよろしく

お願いします。 

座右の銘 

岡田一二三 会員

「過去と他人は変えられない。変えられるのは自分

と未来だけ」つまり、今まで仕事をしてきた人や事

柄を否定しても何も始まらない。困難なことを他人

や環境のせいにして、「条件が変われば」とか「環境

を変えてくれれば」と言っていたのでは、展望は開

けないということです。変えることができるのは自

分だけです。自分の言い方や考え方一つで、相手も、

組織も、結果的に変わってくれ、未来もより良く変

えることができると思うのです。では私は何を重視

しているのか、何に気を使っているのかというと、

次の三つです。第一に、人の力をお借りする。これ

がまず大前提です。自分一人で物事を進めようとす

ると、目標設定も小さくなります。何かをしようと

したとき、「それはできません」とすぐ答える人は、

ほとんどが自分一人でしようと考えているから、そ

のような答えを出してしまうのです。どんな不可能

と思われることも、人の力を借りれば、一パーセン

トの可能性は残っているものです。一パーセントの



 

 

委員会・同好会報告事項（敬称略） 
                     

会員表彰・委嘱状 
                     

ニコニコBOX（敬称略） 
                     

座右の銘 岡田一二三 会員 
                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・第４１期 岐阜北ロータリークラブ 
第６回 ゴルフ同好会 

日程：２０２２年１２月１５日（木） 
会場：各務原カントリー倶楽部 
 
優 勝 近藤 祐司 
準優勝 前田 裕弘 
第３位 波多野光裕 

・井戸憲一郎 会計 
ロータリー財団・特別寄付金・米山奨学 振り

込みのお願い。 

可能性が残っていれば、大逆転のチャンスがあるか

もしれません。自分一人でくよくよせずに、できる

だけ多くの人を仲間だと思って力を借りるのです。

そうすれば力が何倍にもなって、たいていのことは

できてしまうものなのです。 

第二に、目的を決めて、目標を設定する。何かを

決めるときに留意することは、「正しい、正しくない」

の基準ではなく、「何を大切にするか、そのためにい

くつかの正しいことを捨てる勇気があるか」という

ことです。そして「何のためにこの目標があるのか」

ということです。ややもすると、その目標を達成す

るために決めた「手段」が、いつのまにか目標にな

ったり、その手段を守るために、セクショナリズム

が起きたり、自分さえ良ければいいとなってしまう

のです。 

第三に、コミュニケーションとコンセンサスを大

事する。この目標を達成するためには、人の力を借

りなければなりません。そのための基本は、夢を共

有することであり、そのときもっとも大切なことが、

コンセンサスを得るためのコミュニケーションで

す。そのコミュニケーションの力が、あの人のため

なら力を貸してあげよう、協力してやろうという気

持ちにさせ、一つの方向に向かうのです。すべては

コミュニケーションから始まるのです。そして、さ

らに付け加えるならば、力を借りるためには、まず、

自分が愛情と希望と勇気をもつことです。ここで言

う愛情とは、自分がしようとしていることに確信を

もつことであり、なんとしてもやり遂げたいと思う

情熱です。希望とは、それをすることによって必ず

良くなると思う信念です。そしてこの愛情と希望が

あれば、どのようなチャレンジにも勇気をもって取

り組むことができるはずです。仮に、過去に悔やま

れることがあったとしても、その時点では、正しい

選択だったのです。嘆く必要はありません。今の現

実をすべて受け入れたうえで、「いま大切なこと＝目

標」に勇気をもって取り組めば、必ず未来は良い方

向に変わっていきます。 

米山功労賞 表彰 

 林  隆行 会員 

 古野登喜夫 会員 

 中野 直人 会員 

 柳原 正明 会員 

・片桐順一郎：今日も元気で。 
・前田 吉彦：来週はクリスマス家族例会です

よろしくお願いいたします。 
・林  隆行：波多野さんありがとうございま

す。よろしくお願いします。 

出席報告                  
                      

会員数：38 名 
出席数：26 名／38 名 
出席率：68.42％ 
欠席者：12 名（出席免除 3 名） 



 

 

委員会・同好会報告事項（敬称略）続き 
                     

例会行事（敬称略）    担当：会長・幹事 
                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 OUT I N GROSS  H.D NET 

１ ４０ ４３ ８３ １２．０ ７１．０

２ ４７ ４７ ９４ ２０．０ ７４．０

３ ５４ ５７ １１１ ３６．０ ７５．０

ドラコン  ＮＯ．１８ 三木 淳 
      ＮＯ． ９ 湖山 浩行 
 
ニアピン  ＮＯ．１３ 西垣 康紀 
      ＮＯ．１５ 林  隆行 
      ＮＯ． ３ 辻  博 
      ＮＯ． ３ 辻  博 
 
大波小波 岡田 忍 
平 和 辻  博 
ベスグロ 近藤 祐司 
 

・年次総会（次期役員・理事選出） 
第４２期 岐阜北ロータリークラブ 

役員・理事（２０２３～２４年度） 

 役員 

  会長 林  隆行 

  直前会長 川崎 賢二 

  会長エレクト 波多野光裕 

  副会長 古野登喜夫 

  幹事 近藤 祐司 

  会計 湖山 浩行 

  S.A.A. 辻  博 

理事 

 次期幹事 三木 淳 

 職業奉仕 前田 裕弘 

 社会奉仕 岡田一二三 

 国際奉仕 井戸憲一郎 

 青少年奉仕 原尾 勝 

 直前幹事 波多野光裕 

 無任理事 小泉 宣昭 

 無任理事 国井 省二 

次回例会のご案内 
                      

第 １８６８ 回 例会 １月１１日（水） 

慶祝行事・新年互礼会 

担当：会長・幹事・S.A.A. 

会報・広報 １２月担当 岡田一二三

林 隆行 次期会長 

次期役員・理事のみなさん 


